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　２０１２年、あけましておめでとうございます。謹んで新春のご挨拶を申し上げます。

　皆様におかれましては、ご健勝にて新年をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

　平素より、関係機関、諸団体の皆様方をはじめ、会員の皆々様には、弊協会の事業運営にあ

たり、格別のご高配とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　我が国はいま、超円高やタイ洪水被害等、経済的に厳しい状況を迎え、国内においては東日

本大震災以降の消費の低迷、その上、増税の論議がなされており、まさに混沌とした環境下に

あります。

　建設業界のこれからの展望は、先行き不透明な予断を許さない状況にあると言えます。

昨年１０月末に�建設経済研究所が公表した予測によりますと、平成２４年度の始まりである第１

四半期は実に２３.３％の大幅な建設投資の増加が見込まれており、若干、明るい兆しが見えつつ

あります。

　大震災のあった東北、関東辺りから、この好調な建設投資需要の波及効果が、次第に岡山県

にも広まる事を期待せずにはいられません。

　私共、電気工事業界は、ライフラインを支えながら、大震災の復旧、復興支援や脱原子力発

電による太陽光発電、風力発電の再生可能エネルギーの普及、そして、LED照明等の省エネル

ギー技術の活用、実践が求められており、多様化、高度化が著しく進む電気設備の分野の中で、

大きな社会的使命を担っております。

　さて、このたび弊協会は、平成２４年１月５日付けで、岡山県より一般社団法人への移行が認

可され、１月１１日付けで「一般社団法人　岡山県電業協会」への移行登記を完了いたしました。

　一般社団法人へ移行致しましても、福祉施設への電気設備の点検整備・寄贈や清掃ボラン

ティア等の「社会貢献事業」、及び、国土交通省との意見交換や岡山県の入札制度、暴力団排

除条例の研修等の「業界発展事業」の諸事業をこれからも継続して参りますと共に、新たな役

割をも検討しつつ、今後とも、皆様と共に、力を合わせて弊協会の使命を果たしていく所存で

あります。

　引き続き、関係各位の尚一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　新しい年が、皆様方にとって希望に満ちた幸多き年になりますよう、心からご祈念申し上げ、

新年のご挨拶といたします。

〔旭電業株式会社　代表取締役社長〕

　新春を迎えて
“一般社団法人”と し て
　　　　 新たなス テージ へ！

会　長　松　岡　　徹

一般社団法人　岡山県電業協会
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　謹んで新年のごあいさつを申し上げます。

　昨年は、東日本大震災の発生で、改めて命の大切さや人としての生き方、自然の脅威やこれ

からの社会の在り方など多くのことを考え、感じさせる一年となりました。新しい年を迎え、

すべての県民が、安全で安心な地域で、夢を持って生き生きと満足して暮らし続けることがで

きる岡山を、必ず実現していかなければならないと決意を新たにしています。

　東日本大震災に際しましては、多くの県民の皆様に、温かい真心のこもった物資やご寄付を

お届けいただきました。また、各界各層の団体に参画いただき県民会議を立ち上げ、職員派遣

や被災者受け入れなど、県の総力を挙げて復旧・復興支援に取り組んでまいりました。

　このような中、岡山湯郷ベルの選手も活躍した「なでしこジャパン」のワールドカップ制覇

は、日本を明るく元気にしてくれました。

　また、県内に目を向ければ、日本エアロフォージ株式会社の玉島ハーバーアイランドへの立

地や国際バルク戦略港湾への水島港の選定など、将来に夢の広がる出来事が続き、Ｂ－１グラ

ンプリでの県勢の大活躍など元気の出る話題も数多くありました。

　県政においては、安全・安心の確保をはじめ、人口減少・超高齢社会や厳しい経済・雇用情

勢、環境・エネルギー問題など直面する課題に的確に対応するとともに、「新おかやま夢づく

りプラン」の総仕上げを進めながら、これに続く「第３次おかやま夢づくりプラン」の策定に

取り組みました。

　「第３次おかやま夢づくりプラン」は、時代の潮流や東日本大震災の教訓、県民ニーズなど

を反映しながら、選択と集中による政策の重点化や、岡山らしさあふれる先進的な政策である

「岡山モデル」の展開を図り、「暮らしやすさ日本一」の岡山の実現を目指す新たな「県政推進

の羅針盤」となるものです。

　本年４月からスタートする中期５カ年計画には、四つの基本戦略、「安全・安心な地域づくり」

「将来を担う人づくり」「発展につながる産業づくり」「豊かで潤いのある暮らしづくり」を掲

げるとともに、中四国州構想推進プロジェクトや基本戦略を横断する三つのプロジェクトを盛

り込み、わかりやすい指標や意欲的な数値目標も設定しており、県民の皆様と目標を共有しな

がら、「協働の県政」を推進してまいります。 

　将来にわたり発展し続ける、安全・安心な「暮らしやすさ日本一」の岡山づくりに向け邁進

してまいりますので、引き続き、皆様の力強いご支援、ご協力をお願いいたしますとともに、

ご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げます。

岡山県　知事　石 井 正 弘

　新春 ご 挨 拶
“暮 ら し や す さ 日 本 一” の
　　　　 岡山を目指して
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訪　　問　　先陳　　情　　者訪 問 日

岡山県庁・岡山市
国土交通省（営繕・国道・河川）

旭電業�・平松電気工事� ・大日
電気興業�・�中電工・事務局

平成２３年　
７月５日�

美作市、奈義町、勝央町、津山市鏡野町
真庭市、美咲町、久米南町

大日電気興業�・旭電業�・中央
電気�・�四電工

７月６日�

玉野市、早島町、倉敷市、浅口市、里庄町
笠岡市、井原市、矢掛町、総社市

�中電工・旭電業�・平松電気工
事�・太陽電機工業�

７月７日�

新見市、高梁市、吉備中央町、赤磐市
和気町、備前市、瀬戸内市

平松電気工事�・�中電工・旭電
業�・ 平和電気�

７月８日�

分離発注 陳情

分離発注は最も合理的な発注システム ！
　平成２３年７月５日�から延べ４日間、役員及び政策委員の協力

により、県内にある国の出先機関、県庁及び市町村庁舎を訪問

し、各々の首長に対し、従来以上の分離発注を陳情しました。

�今日、施設の利便性、快適性、安全・防災性等のニーズの高まりに

伴い、電気設備はますます高度化、複雑化し、今や建築物が機能を

発揮するための最重要システムとなっております。

�加えて、最近は地球環境配慮、ライフサイクルコストの縮減、ＩＴ

技術の活用のための基盤整備が強く求められており、電気設備業界

が責任を果たさなければならない場面が必然的に多くなってきてお

ります。また、施工技術の面におきましても著しく専門化が進み、

躯体から独立した施工管理、コスト管理、品質保証等の施工責任を

果たすことも強く求められております。

�このような視点から、躯体とは別発注の「分離（直接）発注」が最

も合理的な発注システムであり、施主の皆様のニーズにも適うもの

と考え、業界を挙げて「分離（直接）発注」を推進する運動を展開

しております。

平成２３年度「市町村における分離発注の現状」調査結果

�日本電設工業協会　�岡山県電業協会

なぜ分離発注方式を進めるのですか？
分離発注方式にすることで、責任の範囲が明確にな
ります。また、設備にかかるコストがはっきりする
のでお客様にとってメリットがあるといえます。そ
して、一番のメリットは、お客様と設備工事の専門
家が直接話すことができ、お客様のご要望を的確に
汲み取れるので、お客様にとって満足のいく設備を
提供できることです。

分離発注方式の普及状況は？
現在、公共工事の設備工事は「分離発注方式」が基
本です。公共工事は、入札や契約の過程、契約内容
の透明性の確保が重要なため、国及び都道府県では
ほぼ１００％分離発注方式となっています。こういっ
た面からも適正な契約には分離発注方式が優れてい
るといえるでしょう。 

岡山市へ陳情：正副会長

岡山県の是清建築営繕課長へ
分離発注継続の陳情

国土交通省岡山国道事務所及び岡山営繕事務所へ陳情
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①入札・契約の方針と概要について

②総合評価方式別評価について

③施工体制確認型総合評価方式について

④実例からみた総合評価標準型の問題点

⑤総合評価でよくある質問について

 １．営繕工事における平成２３年度入札・契約制度について

冒頭の挨拶：松岡会長

研修テーマ

��国土交通省中国地方整備局岡山営繕事務所 技術課 課長 依田康明様

行政研修会

国・県の最新の入札・契約制度と
　　　　　暴力団排除対策を研修！

　平成２３年６月２４日�９時２０分から

１２時３０分まで、岡山プラザホテルに

て会員６７名が出席し、恒例の「行政

研修会」を実施しました。

①平成２３年度の入札・契約制度の見直し

について

②総合評価方式落札者決定基準について

③県発注工事における現場代理人の常駐

の取扱いについて

④最低制限価格制度による一般競争入札

（条件付）における資格確認書類の提出

時期の変更について

 ２．岡山県建設工事の入札制度について
��岡山県土木部都市局 建築営繕課 課長 是清肇様

岡山県暴力団排除条例制定（平成２３年４月１日施行）

 ３．暴力団情勢と対策等について
��岡山県警察本部刑事部組織犯罪対策第二課　　
行政・暴力排除担当 課長補佐 警部 目黒文次様

熱心に聴講：会員

講師：目黒警部様

閉会の挨拶：
平松政策委員長

講師：依田課長様

司会進行：花尾政策副委員長

講師：是清課長様

�暴力団の排除に関する基本的施策について

�青少年の健全な育成を図るための措置について

�事業活動における禁止行為について

�不動産の譲渡等に関する遵守事項について
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社会貢献事業、喜びの笑顔と共に！
　平成２３年１１月７日�から１１月２８日�の間、県内５箇所の福祉施設を対象に会員会社の分担により、

電気設備の点検及び電気器具やスポーツ用品の寄贈をしました。この事業は、平成７年の協会設立以

来毎年続けております。

贈呈日贈呈品贈呈先施設動員分担会社名

１１/２０
視覚障害者用
庭球用品

（ブラインドテニス）

岡山市
岡山市視覚障害者協会
　岡山市中区小橋町１丁目１-３０
　岡山市福祉文化会館内

２名㈱電工社

１１/２１電気掃除機
介護付有料老人ホーム
ヴィヴァーチェヴィータ ひかりの里
　岡山市南区中畦１８７-８

３名㈱電気工営

１１/７コンセント他

N P O法人　太陽の会
障害者の地域活動支援センター
太陽の会作業所
　井原市井原町１６６５-１

３名㈱報国電設

１１/９電気掃除機
医療法人　誠和会
グループホーム コージー
　倉敷市中島８４８-６

１２名㈱中電工

１１/２８電気掃除機
社会福祉法人　幸輝会
特別養護老人ホーム 幸輝園
　岡山市中区国府市場９８５-１

３名平松電気工事㈱

社会貢献・福祉活動

御礼状が
届きました

感謝状を
頂きました

太陽の会：�報国電設 ひかりの里：�電気工営（平松副会長同行）

幸輝園：平松電気工事�
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コージー：�中電工

岡山市視覚障害者協会：�電工社

寄贈のブラインドテニスを体験：
福田社長

　平成２３年４月１２日�に（一社）日本電設工業協会を通じ

て、東北３県の電業協会あてに義援金を拠出しました。

　宮城電業協会及び�福島県電設業協会から御礼状が届

きました。

電気器具の
清掃・点検

東日本大震災の被災地域の同業者へ義援金拠出！
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社会貢献・防災訓練 清掃ボランテ ィ ア

早朝の奉仕活動は気分爽快！
　平成２３年９月２５日�午前７時より、後楽園、旭川周辺を対象に岡山地域の防災参画会員の４４社５５名

の該当全社が参加して清掃奉仕活動を実施しました。又、平成２３年１１月６日�午前８時より、玉島溜

川公園周辺を対象に倉敷及び県西部地域の防災参画会員の８社１０名の該当全社が参加して清掃及び

菜の花の苗の植付けの奉仕活動を実施しました。これらの活動は、当協会が防災協定を岡山県（平成

２１年１月３０日付け）及び岡山市〔平成２２年６月７日付け）との間で締結し、それに基づき防災参画会

員の「災害対策緊急連絡網」が緊急時に機能するか確認すべく、併せて、召集訓練及び清掃奉仕活動

を目的に毎年実施しています。

（岡山地域）

岡山地域参加の皆さん

お礼の挨拶：平松政策委員長

雑草の中までも 朝日を浴びて

男性も女性も参加



�

（倉敷・県西地域）

清掃奉仕活動後の菜の花の植付け

実行委員長の挨拶：
太陽電機工業�の兼信会長
（玉島商工会議所環境問題委員長）

学生も、職域も、地域も参加

倉敷・県西部地域参加の皆さん

“清掃ボランティア活動”が評価の対象に！

　国土交通省中国地方整備局が発注する総合評価方式一

般競争入札の参加資格審査において、清掃ボランティア

活動参加の実績が、評価の加点対象となっております。

　物件毎に、参画会員の皆様に“清掃ボランティア活動

証明書”を発行しておりますので、入札公告を確認の上、

必要の旨を事務局までお申し出ください。
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学校意見交換会

　平成２３年５月１８日�午前１０時から第２１回電気学科系教育機関との意見交換会を岡山プ

ラザホテルにて開催し、求人・求職状況や教育のあり方、入社後の未来像等々について意

見交換をしました。

　電気系学生を擁する大学・高専・専門校等２０校２５名の先生方のご出席をいただき、当協

会から役員・委員１５名が出席しました。

可否は速やかにお願いしたい。
　：インターンシップをさせ、就職後のミスマッチ
を少なくしている。

　：装柱作業を含め様々な体験をさせている。
　：「第２種電気工事士」は大半が合格している。

■業界コメント
　：新卒を採用後早いうちに教育し、じっくり育て
上げたい。

　：電気は範囲が広い。それに応じるため電気科を
優先採用。

　：体育会系の明るく活発な学生を望む。弱い子は
ダメ。

　：学生時の資格取得者が増加し、業界として有り
難い。

　：中途採用であってもヤル気次第。新卒者とのハ
ンデは無い。

 松岡会長挨拶
・案内した全校のご出席の中、忌憚の
ない意見交換をお願いしたい。
・原子力発電に替わる多種の発電に変
化しても、「電気」を繋ぐのが我々の
役目であり、永続的な業界であるこ
とを学生達に伝えて頂きたい。

 懇談概要
■大学・高専コメント
　：震災の影響で、未だ就職活動をしていない学生
がいる。

　：最近、学力低下の傾向があり、今までと同じ考
えでいたら世の中で通用しなくなる。個々人に
合った自立を促すべくキャリア形成を目指した
教育に取り組んでいる。

　：自分の意志で行動出来ず親に相談する学生が多
い。

　：地元志向が強く県外勤務の面に於いて、ミスマ
ッチが増加。

　：入社後、５年先、１０年先の業務や地位を求人票
に表して欲しい。就職後のミスマッチを防ぎ就
職指導に生かしたい。

■高校・専門校コメント
　：震災を考慮し、採用試験を遅らせて欲しい。
　：推薦の場合、複数受験はしていないので、採用

求人は超氷河期・電設業界の近未来を意見交換！

お礼の挨拶：
川口総務委員長

活発な学生を採用したい：当協会役員 資格取得に力を入れている：教育機関の皆様

意見交換中の会場

　平成２３年８月１日�から述べ５日
間、会員の三恭電設�が中国職業能
力開発大学校生産電子システム技術
科の学生３名を受け入れ、インター
ンシップ（職場体験）を実施しまし
た。産学が連携して、未来を担う人
づくりを進めていく上での事業であ
り、就業体験の場を提供し、その中
で職業観、就業意識の高い人材育成
を図るものであります。

インターンシップ

「電気」を繋ぐのが役目：
松岡会長

三恭電設�瀬戸口社長の受け入れた感想

　５日間という短い期間でしたが、少しでも実際の現場の
雰囲気を感じ取ることができたのではないかと思います。
　現場実習では、最初は何をどうすればよいか、戸惑うと
ころもあったようですが、後半には徐々に慣れてきたよう

で、自ら声を掛けるようになり、積極的に手伝おうとする態度に、学ぼ
うとする意欲を感じました。しかし、もう少し、自分の持っている知識
と照らし合わせて、具体的な意見・質問が出てくれば、更に印象が良く
なったと思います。
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◎ 講習会概要
場所講師陣受講者数講習日

コンベックス
岡山

延べ６名（９科目）５４名
平成２３年５月１０日�～
　　　　５月１２日�〔３日間〕

学科講習

延べ３名（５科目）４３名平成２３年９月１５日�〔１日間〕実地講習

場所講習日

コンベックス岡山

平成２４年５月１５日�～　　　
　　　　５月１７日�〔３日間〕

学科講習

平成２４年９月１３日�〔１日間〕実地講習

◎今年の受験準備講習会のお知らせ
　今年も多数のご参加をお願いします。詳細は２月頃ご案内予定です。

技術研修会、１級施工・講習会

ＬＥＤ照明器具の最新の技術を学ぶ！
　平成２３年１１月２２日�午前９時２０分から１２時３０分まで、｢会員技術研修会｣を岡山プラ

ザホテルにて開催しました。当日は６１名が出席し、ＬＥＤ照明器具の最新の技術につ

いて研修しました。

冒頭の挨拶：松岡会長

司会進行：
福田技術委員

これからの技術に注目を：
北本、伊東両講師

閉会の挨拶：
牧野技術副委員長

熱心に聴講する会員

「ＬＥＤ照明器具に関する課題と施工標準化について｣
　（一社）日本電設工業協会派遣講師
　（株）中電工技術本部電気技術部 係長　伊東仁様、北本晴久様

好評の受験準備講習会延べ９７名が受講！
　｢平成２３年度１級電気工事施工管理技術検

定試験｣の受験準備講習会を開催しました。

（一社）鳥取県電業協会及び岡山県電気工事

工業組合の協力を頂き、広島県や鳥取県か

らの参加がありました。

熱心に聴講する受講者

熱意ある指導：
青山講師

ベテラン講義：
河崎講師

個人添削指導中：
石田講師

受付：牧野技術副委員長

�白色ＬＥＤ照明は、従来の白熱灯や蛍光灯・放電灯等と比較して消費電力の大幅な

削減が期待できることから、急速に市場に広がっています。今まで照明とは関係の

少なかった半導体・電子部品分野等、幅広いメーカーが照明分野に参入してきてお

り、器具の安全性・品質等の判断基準、施工の標準化が早急に求められているとこ

ろです。依然としていろいろな種類のＬＥＤ照明器具が急速に市場に広がり、関連

規格が徐々に整備されつつある現状を考慮し、この度、ＬＥＤ照明器具の特徴、現

状と問題点、関連法規・規格の紹介と施工上の留意点等をまとめ、研修テーマとし

ました。

研修テーマ

�
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視察研修

オーバーホール中の福島原子力発電所の
非常用自家発電機を見た！

　平成２３年１０月２７日�に技術研修の一環として会員１９名が姫路

市にある「西芝電機�発電機工場」を視察しました。

　初めに、同社取締役赤塚憲一様他のご挨拶や工場概要の説明

を受け、広大な敷地をバスで移動しながら工場内の見学をさせ

ていただきました。

　主に、産業用・船舶用自家発電機や制御盤の板金の素材から

塗装組み立て迄の製造工程を見て理解を深めました。

の市龍野町に行き、昼食を兼ねて「揖保の糸」の製作過
程を体験見学し、一路、神戸市立須磨海浜水族園へ施設
見学に…。平日の午後でしたので人も少なく、ゆっくり
見学できました。
　みなさん、自ら好んで水族館には行く方はおられない
と思いますが、気づくと熱心に見入ってしまうのが水族
館の不思議なところです。また、オジサン１９人がイルカ
のジャンプに歓声を上げている姿も不思議な光景でし
た。やっぱり水族館は癒されます。
　宿泊先は、淡路島洲本市にある「ホテルニュー淡路」
です。とにかく、温泉が素晴らしく詳しくお知らせした
いのですが、必要以上に感情移入してしまいそうなので
ここでは割愛致します。みなさん機会があれば是非訪れ
てください。
　翌２８日は淡路観光組とゴルフ組に分かれ地元の風土と
人々との触れ合いを研修させていただきました。今回残
念ながら参加できなかった方、次回は是非ご参加くださ
い。電業協会の視察研修旅行は、とても充実した旅行で
すよ！
　最後になりましたが、視察研修旅行をご案内したとこ
ろ、快くご参加いただいた、賛助会員のみなさま、あり
がとうございました。紙面をお借りして、御礼申し上げ
ます。 

　１０月２７日（木）２８日（金）の 二 日 に
かけて淡路島を含めた兵庫県西部
地方に視察研修旅行に行ってまい
りました。
　参加者は、松岡会長はじめ総勢１９
名です。

　２７日早朝よりバスにて岡山を出発し、姫路市南部、網
干区にある西芝電機株式会社の工場見学を行いました。
ここは、東芝の関連会社で、主に船舶、海洋電機システ
ムと発電・産業システムを２軸に生産している工場です。
創立は昭和２５年に当時の東京芝浦電気（株）より分離、独
立した会社で特殊な配電盤や発電機を製作していて、特
徴としては主要部品以外のものまで、一つの工場内で製
作し組立しているところです。
　これは、生産効率、コスト削減を第一とする近年の一
般的な工場と違うようですが、工場の方曰く「メリット
にもデメリットにもなるが、この特色を生かして会社を
成長させたい」とのことで、とても耳に残るコメントで
した。
　他にはオーバーホール中の福島原発の非常用発電機
（放射能は帯びておりません）があったのには少々驚いた
ところです。
　その後、工場のほとりを流れる揖保川を北上し、たつ

視察研修旅行記 平松電気工事�　平松 良一

視察参加の会員 工場幹部の皆様：赤塚取締役（右端）

工場全景
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日本電設工業協会・会員大会

名古屋市で開催、４３０名余りの会員が集結！

　平成２３年１０月２８日�午後２時より、広島八丁堀シャンテにおいて、国土交通省中国地方整備局営繕部（出席者８名）

（一社）日本電設工業協会中国支部（出席者６名）及び�日本空調衛生工事業協会中国支部（出席者８名）との間で、

意見交換会が開催されました。

�冒頭中国地方整備局永島営繕部長様のご挨拶がありました。｢遅れていた来年度の予算要求は９月末に官庁営繕部

として財務省に予算要求をしました。東日本大震災からの復興、全国的な防災設備についての対策、持続可能な法

令づくり、成長戦略の推進にメリハリをつけた形で要求をしました。官庁営繕施

設においては、耐震化・津波対策、改めて省エネルギーについてのモデル庁舎の試

みを協議しております。近年、工事発注においては、非常に人気のある工事とご応

募いただけない工事との２極化がすすんでおり、今後手続きに支障が生じかねな

い状況も生じでおり、意見交換をしながら改善に向けて取り組んでいきたい。」

　平成２３年１０月１３日�、愛知県名古屋市の名古屋観光ホテルにおいて「一般社団法人

日本電設工業協会平成２３年度会員大会」が会員４３０名余りの参加を得て盛大に開催さ

れました。当協会からは松岡会長が出席しました。来賓として、足立敏之国土交通

省中部地方整備局長をはじめ、大村秀章愛知県知事、住田博名古屋市住宅都市局副局

長他がご出席をされました。

�林会長の冒頭挨拶では、最近の経済動向と業界の情勢を踏まえ、協会が取り組む課

題として分離発注の推進、適正価格・適正工期での受注活動、人材の確保・育成、

電設技術を通じた低炭素社会の実現などが述べられました。

�その後、「電設協の人材育成の取り組みと登録基幹技能者の処遇改善」をテーマに

原人材委員会副委員長から、また、「若者に電気工事の魅力を！～中小企業人材確

保推進事業～」をテーマに小林三重電業協会会長から基調報告がありました。四つ

の活動目標を柱とする大会決議

が井上運営委員長から提案さ

れ、満場一致で採択して会員大

会は終了しました。大会終了

後、徳川義崇徳川美術館館長か

ら「文化を守る」と題して記念

講演があり、その後、会員懇親

会が行われて幕を閉じました。

�今年の会員大会は平成２４年１０月

１８日�午後３時から鹿児島市に

て開催されます。

国土交通省意見交換会

国から情報提供を受け、業界から要望！

業界要望する
意見交換会

冒頭の挨拶：林会長
〔�関電工 会長〕

参加した中国支部の幹部：

閉会挨拶：神出支部長
［�中電工社長］

会員大会決議：井上副会長
〔日本電設工業� 社長〕

荒木（島根）会長　　　 松岡会長

　　　加藤（広島）元会長　　 　藤本（山口）会長

業界要望（抜粋）
①ＪＶ工事の競争参加資格条件の見直しについて
②応札時提出の工事費内訳書の緩和化について
③開札から落札決定までの期間短縮について
④工事成績の対象期間要件の緩和について
⑤工事検査基準等について
⑥公共工事の継続的な発注について
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暴力追放・安全衛生推進

暴力団のいない｢安全・安心の岡山｣の実現に向けて！

�平成２３年３月２４日�午前１０時から当

協会総会の前に４月１日施行の｢岡

山県暴力団排除条例説明会｣を県警

本部組織犯罪対策第二課の目黒警部

様を講師に迎え実施しました。会員

５３名が熱心に聴講しました。

�平成２３年６月３０日�午後１時３０分か

ら岡山県及び（公財）岡山県暴力追

放運動推進センター主催による｢岡山県暴力団排除

条例制定県民総決起大会｣がコンベックス岡山で開

催され当協会から４名が参加しました。

�平成２３年１１月１５日�午

後１時３０分から（公財）

岡山県暴力追放運動推

進センターなど主催に

よる「県暴力追放・銃

器絶滅運動推進県民大

会」が岡山衛生会館で

開催され当協会から２

名が出席しました。

�同センター名誉会長の石井正弘知事が｢関係機関が

総力を挙げて暴力団との関係遮断に取り組み、明る

く住みよい岡山をつくる。県民の幅広い支援と協力

をお願いしたい｣と挨拶されました。

　平成２３年９月２９日�午後１時から岡山ふれあいセンターにおいて、県下各地から関係者３４０名が参加して

「第２回『リスクにチャレンジ！岡山』運動推進大会」（主唱：建設業労働災害防止協会岡山県支部）が開催

され、当協会から１１名が出席しました。冒頭、坂本支部長から当運動に取り組み、死亡・重篤な労働災害の

撲滅を図ることを表明されました。この運動は、主唱者・後援者・協賛者が連携して労働災害を撲滅するた

めに当運動を展開してリスクアセスメントの普及促進、実践することを目的に推進しています。

祝辞：大崎岡山労働局長主催者挨拶：坂本支部長

�県民総決起大会

�総会の前に県暴力団排除条例説明会：講師目黒警部司会：花尾政策副委員長

暴力追放運動

安全・無災害運動

�暴力追放・銃器根絶運動推進
県民大会：石井知事

来賓として出席：
川口副会長
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通常総会・ゴルフ交流会

予算・決算・定款変更・一般社団法人移行を承認！

 第３１回通常総会
　平成２３年３月２４日�午前１１時から岡山プラザホテルにて

第３１回通常総会を開催しました。

�当日出席者３１名（他に委任状出席１４名）により、次の議

案を審議、議決しました。

　第１号議案　平成２３年度事業計画案承認の件

　第２号議案　平成２３年度収支予算案承認の件

　第３号議案　入会及び退会規程改定案承認の件

 第３２回通常総会
　平成２３年５月２３日�午後５時から岡山プラザホテルにて

第３２回通常総会を開催しました。

�当日出席者３３名（他に委任状出席１２名）により、次の議

案を審議、議決しました。

　第１号議案　平成２２年度事業報告案承認の件

　第２号議案　平成２２年度収支決算案承認の件

　第３号議案　定款変更の案承認の件

　第４号議案　一般社団法人への移行認可申請に関する件

第５回交流会参加の会員

㊧準優勝：宮本さん
㊥優　勝：松岡さん
㊨第３位：長門さん

 第5回ゴルフ交流会
　平成２３年５月１４日�たけべの森ゴルフ倶楽部に

て、第５回ゴルフ交流会を開催しました。

�会員、賛助会員１８名が参加し、晴天の中、快適に

プレーし会員相互の交流を深めました。

第６回交流会参加の会員

㊧第３位：平松さん
㊥優　勝：宮本さん
㊨準優勝：長門さん

 第6回ゴルフ交流会
　平成２３年１１月２７日�岡山金陵カントリークラブ

にて、第６回ゴルフ交流会を開催しました。

�会員、賛助会員１７名が参加し、晴天無風のベスト

コンディションの中、日頃の技を競いながら会員

相互の交流を深めました。

恒例の懇親会の締め：平松副会長 加藤顧問
挨拶

第３１回総会司会：
木多総務委員

第３２回総会司会：
池田総務委員

一般社団法人移行申請を承認

監査報告：
戸川監事




